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フェスタ初日の11月７日には、フェスタ全体

としての開会宣言を生比奈小学校６年の毎木竜

司君と横瀬小学校６年の金澤真人君が行いまし

た。このほか、通信回線を使ったメイン会場と

の交流や人形浄瑠璃の上演、勝浦中学校音楽部

の合唱の模様の配信、メイン会場（アスティと

くしま）で行われたIＣＴふるさとトークの模

様の中継と終了後、トークの出演者である板東

英二さん（タレント）、住友真世さん（キャス

ター）、柴田亜衣さん（オリンピック水泳選手）

との通信回線を使っての質疑応答を行いました。

フェスタ２日目の11月８日は、宇宙とIＣＴ

セミナーでイベントが始まりました。このイベ

ントは、通信回線を使って会場の子どもたちが

行う質問にアメリカ・ヒューストンの宇宙飛行

士が直接答えるものであり、宇宙というものを

身近に感じられる機会となりました。

Ｗｉｉオンラインゲームでは、勝浦会場予選

に21人の選手が出場しました。この予選におい

て優勝した横瀬の岡本脩吾君が、午後からの県

大会においても各会場の優勝者に勝利し、見事、

県下の優勝者となりました。

この日は、このほか、県郷土文化会館で行わ

れた ｢糖尿病｣ をテーマとした県民公開講座の

受信による会場での放映、メイン会場（アスティ

とくしま）で行われたＣＭディレクター中島信

也さんが出演されましたIＣＴ最前線レポート

｢ＣＧクリエーター｣ の模様を本町会場で受信・

放映しました。

お手玉演舞では、小学生と愛好会のみなさん

が、見事な演舞を行い、観客のみなさまを大い

に楽しませていただきました。

ＱＲコードをつかいました抽選では、地デジ

対応テレビ、デジタルカメラ等、豪華景品が当

たるということもあり、多くのみなさまにご参

加をいただき、盛大のうちに、実行委員会の美

馬副会長の閉会宣言によりフェスタを終了しま

した。

なお、この２日間、約3，000体のひな人形ピ

ラミッドの展示や発光ダイオード、季節の花に

よります会場での飾り付けが行われました。ま

た、楽ビジョン、多チャンネル放送等の紹介、

携帯電話を使ったシステムの体験等を行いました。

今回のフェスタ開催にご支援、ご協力をいた

だきました関係団体、および関係各位のみなさ

ま方に、厚くお礼を申し上げます。ありがとう

ございました。

※会場での忘れものをお預かりしています。

お心あたりのある方は、お申し出ください。

勝浦町役場総務税務課内

地域ＩＣＴ未来フェスタかつうら実行委員会事務局

（42）2511 ＩＰ 050（3438）7148

２

地域ＩＣＴ未来フェスタが11月７日から９日の３日間、徳島市のアスティとくしま
をメイン会場に、本町ほか５つのサテライト会場（阿南市、三好市、上勝町、神山町、
那賀町）において開催されました。

勝浦町は 11月７日 と８日
人形文化交流館（生名）にて開催

が開催されました
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Ｑ
入
園
式
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ

(

法
人
回
答)

入
園
式
は
、
平
成
二

十
二
年
度
か
ら
民
間
移
管
さ
れ
ま
す

が
、
平
成
二
十
二
年
度
に
つ
い
て
は
、

通
園
児
童
全
員
で
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
は
、
新
入
園
児
の
み
で
継
続
児
童

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
現
在
冬
服
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
の
制

服
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

毎
日
着
て
い
く
の
で
す
か
。
ま
た
、

デ
ザ
イ
ン
や
素
材
等
は
、
保
護
者
の

意
見
を
聞
い
て
頂
け
ま
す
か
。

Ａ

(

法
人
回
答)

園
外
保
育
等
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
万
が

一
子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
、

園
児
服
は
、
目
立
ち
ま
す
。
毎
日
着

用
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
制
服

は
、
シ
ャ
ツ
の
上
に
着
る
よ
う
な
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。
何
パ
タ
ー
ン

か
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
保
護

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
決
定
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
行
事
等
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ

(

法
人
回
答)

平
成
二
十
二
年
度
以

降
に
つ
い
て
も
勝
浦
町
の
保
育
を
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
ま
っ
た
く
何
も
変
え
な

い
わ
け
で
は
な
く
、
お
母
さ
ん
方
の

意
見
を
聞
い
て
行
事
等
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
保
育
料
は
、
毎
月
変
わ
る
の
で
す
か
。

町
が
実
施
し
て
い
ま
す
四
・
五
歳
児

に
か
か
る
三
人
目
の
保
育
料
の
無
料

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ

(

町
回
答)

保
育
料
は
、
現
在
の
と

お
り
町
が
決
定
し
、
町
が
徴
収
し
ま

す
。
た
だ
し
、
特
別
保
育
料
は
、
和

田
島
福
祉
会
が
徴
収
し
ま
す
。
三
人

目
の
保
育
料
無
料
は
、
町
実
施
事
業

で
あ
り
民
間
移
管
さ
れ
て
も
実
施
予

定
で
す
。

三
者
協
議
と
は
…

生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所
の

民
間
移
管
に
あ
た
り
、
引
継
ぎ
共
同

保
育
を
含
め
た
今
後
の
保
育
所
運
営

に
か
か
る
取
組
み
に
関
し
、

生
比

奈
保
育
所
、
横
瀬
保
育
所
入
所
児
童

の
保
護
者
の
方
々
、

移
管
先
法
人

で
あ
る
「
社
会
福
祉
法
人

和
田
島
福

祉
会
」
、

勝
浦
町
の
”三

者
“
に
よ
る

協
議
の
場
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
子
ど
も
の
立
場

を
見
据
え
、
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼

関
係
構
築
に
努
め
な
が
ら
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
三
者
協
議
会
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

保
育
所
民
間
移
管
に
係
る

三
者
協
議
会
の
開
催

説明会の様子

十
月
二
十
九
日

横
瀬
保
育
所
・

三
十
日

生
比
奈
保
育
所
で
、
保
育

所
民
間
移
管
に
係
る
三
者
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
の
「
三
者
協
議
」
と
な
り
ま

し
た
今
回
は
、
中
田
町
長
、
折
野
副

町
長
は
じ
め
和
田
島
福
祉
会
か
ら
理

事
長
、
副
園
長
、
各
保
育
所
保
護
者

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
移

管
先
法
人
決
定
に
至
る
経
過
等
に
つ

い
て
」｢

今
後
の
保
育
内
容｣

等
の

説
明
の
あ
と
移
管
先
法
人
で
「
社
会

福
祉
法
人

和
田
島
福
祉
会
」
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
、
参
加
い
た
だ
い
た

保
護
者
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主

な
ご
意
見
や
ご
質
問
等
の
あ
り
ま
し

た
事
項
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

３
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関東阿波勝浦会会員で東京都在住の匿名希望の２人からご寄附をいただきました。謹

んでお礼を申し上げます。皆様のご厚意

に感謝し、すばらしいふるさと勝浦づく

りを目指します。

また、アンケートの中で次のようなお

便りをいただきましたのでご紹介します。

広報かつうら11月号に掲載後のふ
るさとのためにご寄附いただいた
方についてご報告します。

ふるさとへの寄附金

平
成
二
十
年
七
月
十
七
日

に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
”

第
四
十

四
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会

“
に

お
き
ま
し
て
、
勝
浦
町
献
血
グ
ル
ー

プ
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
献
血
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和

四
十
三
年
四
月
一
日
に
結
成
さ
れ
、

地
域
の
献
血
推
進
活
動
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

表
彰
状
と
記
念
品
は
、
十
一
月
十

四
日
に
徳
島
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
”

平
成
二
十
年
度
献
血
功
労
表
彰

式
“
に
お
き
ま
し
て
、
同
グ
ル
ー
プ

会
長
の
秋
成
ふ
み
よ
さ
ん
（
勝
浦
町

日
赤
奉
仕
団
委
員
長
）
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

斉
藤
由
衣
さ
ん
（
勝
浦
中
三
年
）
が
、
第
五
十

五
回
文
化
財
強
調
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
募
集
（
徳
島

県
教
育
委
員
会
・
市
町
村
文
化
財
保
護
審
査
会
連
絡

協
議
会
主
催
）
で
特
選
第
一
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
百
三
十
点
（
県
内
二
十
五
中
学
校
が
参

加
）
の
頂
点
に
輝
い
た
作
品
は
、
勝
浦
町
の
伝
統
芸

能
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
作
品
は
、
十
一
月
か
ら
県
内
各
地
で
展
示
さ
れ
、

一
月
中
旬
に
美
馬
市
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

文化財保護強調のための

ポスター 特選第一席 ! !

「故郷が活気づくのは嬉しいことです。返っ

てご面倒をおかけして恐縮です。」

「何と言っても我がふるさとは懐かしいです。

ほんの少しですみませんでした。」

祝
厚生労働大臣表彰受賞
～勝浦町献血グループ～

まちかど

散歩みち
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催
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生比奈クラブ第３位

平
成
二
十
一
年
度
小
松
島
勝
浦
少
年
野

球
連
合
会
新
人
大
会
が
、
十
月
十
八
日
か

ら
小
松
島
市
・
勝
浦
郡
内
の
十
四
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス

は
今
大
会
で
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
勝

ち
進
み
、
二
十
五
日
の
準
決
勝
で
は
生
比

奈
ク
ラ
ブ
と
の
勝
浦
対
決
と
な
り
ま
し
た

が
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
が
勝
ち
、
こ
の
勢
い

で
、
決
勝
戦
を
制
し
、
二
十
四
年
ぶ
り
の

優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

中
西
晴
美
さ
ん
が
、
こ
の
度
の
秋
の

叙
勲
に
お
き
ま
し
て
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
、
十
一
月
四
日
に
県
庁
で
の
伝

達
式
に
出
席
、
十
一
月
十
三
日
に
は
、

皇
居
に
お
い
て
天
皇
陛
下
の
拝
謁
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
七
月

に
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平
成
十

九
年
七
月
ま
で
議
会
活
動
に
専
念
し
、

議
員
在
任
中
は
、
み
か
ん
産
業
の
振
興
、

徳
島
東
部
広
域
農
道
の
整
備
促
進
、
町

内
商
工
業
振
興
等
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
活
動
以
外
に

お
い
て
は
、
平
和
祈
念
事
業
推
進
に
取

り
組
み
、
そ
の
功
績
か
ら
、
平
成
十
九

年
八
月
に
は
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
章
は
、
中
西
さ
ん
の
こ
う

し
た
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
、
今
日
の
勝
浦

町
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

中
西
さ
ん
の
町
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
回
の
受
章
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
の
叙
勲
に
輝
く

旭
日
双
光
章
を
受
章

生
比
奈
小
学
校

早
川
良
子
栄

養
教
諭

(

生
名)

が
、
第
五
十
九

回
全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
会
大

会
長
崎
大
会(

平
成
二
十
年
十
一
月

十
三
日)

に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
学
校
給
食
の
実

施
に
関
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
優

秀
と
認
め
ら
れ
た
学
校
給
食
関
係

者
個
人
に
対
し
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
全
国
二
十
六
人
の
表
彰
者
の

一
人
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

地
方
自
治
功
労

中

西

晴

美
氏
（
中
山
）

全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
大
会

長
崎
大
会

第59回

勝浦タイガ ス優勝�



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

６

平成20年度「暮らしの緑化推進」絵

画コンクール（NPO法人徳島共生塾主

催・徳島県教育委員会後援）において、

勝浦町から３人が入賞しました。

入賞者 《佳 作》

勝浦中学校３年 上 岡 友 貴

勝浦中学校２年 山 下 弓 月

勝浦中学校２年 徳 政 彩 佳

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
十
月
二
十
六
日

に
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
お

よ
び
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
催
日
当
日
は
、
小
雨
混
じ

り
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い

試
み
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
競
技
に
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面

で
活
躍
さ
れ
た
方
々
が
、
勝
浦

町
長
表
彰
、
勝
浦
町
教
育
委
員

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関

係
団
体
お
よ
び
関
係
各
位
の
み

な
さ
ま
方
に
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

町
長
表
彰

西

田

誠

（
空
手
道
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
二
〇
〇
八

高
知
大
会

空
手
道
競
技

男
子
組

手
一
部

第
五
位
入
賞

登

木

雅

也

（
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
）

Ａ
Ｊ
Ａ
Ｆ
第
七
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

選
手
権
大
会

Ａ
一
の
部
六
十
㎏
以

下
級

三
位
入
賞

教
育
委
員
会
表
彰

笠

木

香

穂

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

第
十
一
回
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
男
女
優
勝
大
会
十
四
才
以
下
の
部

徳
島
県
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
出
場

西
田
さ
つ
き

（
空
手
道
）

文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
第
八
回
全
日
本

少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

新

開

未

玖

（
空
手
道
）

文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
第
八
回
全
日
本

少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

出
葉
文
加
里

（
空
手
道
）

文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
第
八
回
全
日
本

少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

サイコーに嬉しかったです！
（Wii＆WiiFitが当たった井出彬人くん）

ドキドキして、当たって嬉しかった（○×クイズで勝ち
残り、賞品の折り畳み自転車をもらった片山頼翔くん）

県内の小・中・高校生を対象とした「人権に

関する児童・生徒の作品募集（あいぽーと徳島主

催）において、勝浦町から３人が入賞しました。

入選ポスター 「たのしいね」

生比奈小学校 １年 増 井 貴 斗

入選ポスター 「私たちは学びます人権の大切さを

私たちは拡げます人権の大切さを」

勝浦中学校 ２年 樋 口 菜 美

優 秀 賞 「インターネットと私と人権」

勝浦中学校 ３年 板 垣 麻 香

「人権に関する
児童生徒の作品」受賞者

����������������		
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報 ラア カ ル ト情

第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

７

小
中
学
校
の
臨
時
用
務
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日

～

二
十
六
日

職

種

用
務
員

募
集
人
員

各
一
人

勤
務
場
所

横
瀬
小
学
校
、
勝
浦
中
学
校

勤
務
時
間

午
前
七
時
三
十
分
～

午
後
四
時
十
五
分

採
用
予
定
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

毎
年
恒
例
の
文
化
祭
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
作
品
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ん

が
出
品
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日

時
平
成
二
十
一
年
一
月
十
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

平
成
二
十
一
年
一
月
十
一
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・

水
墨
画
・
手
工
芸
・
生
け
花
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本

画
・
漫
画

そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

平
成
二
十
一
月
一
月
八
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

搬
入
先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三

階
へ
直
接
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

学
校
用
務
員
募
集
！

勝
浦
町
文
化
祭

作
品
集
募
集
！

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

19日 10日 ３日

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
お
楽
し
み
会

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
十
二
月
生
の
お
友
達
の
誕
生
会

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

★
ク
リ
ス
マ
ス
の
カ
ー
ド
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
の
「
お
餅
つ
き
」
に
参
加
し
ま

し
ょ
う

・
三
味
線
に
合
わ
せ
て
お
餅
つ
き
を
し
ま
す

お
楽
し
み
に
！

★
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

12月

���
���



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

８

今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

十
二
月

年
会
費
半
額
！！

文
化
教
室
の
ご
案
内

◆
着
付
け
教
室
◆

着
物
好
き
の
方
、
着
物
で
お
出
か
け

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
着
物
で
成

人
式
に
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
初
心

者
の
方
は
ゆ
か
た
の
着
付
け
か
ら
始
め

ま
す
。
ぜ
ひ
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

曜

日

毎
月

第
二
・
四
木
曜
日

時

間

午
後
八
時
～
九
時
三
十
分

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
和
室

月

謝

一
、
五
〇
〇
円
（
月
二
回
）

※
自
分
の
ゆ
か
た
・
小
物
な
ど

◆
書
道
教
室
◆

毛
筆
で
年
賀
状
・
書
道
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
・
消
し
ゴ
ム
マ
イ
ネ
ー
ム

刻
印
・
な
ど
の
制
作
、
熨
斗
の
表
書
き

な
ど
実
生
活
に
す
ぐ
に
役
立
つ
書
道
や

真
剣
に
書
道
の
勉
強
し
た
い
方
ま
で
、

幅
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
教
室
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

曜

日

毎
週
金
曜
日

時

間

午
後
八
時
～
九
時
三
十
分

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

ホ
ー
ル

月

謝

二
、
〇
〇
〇
円
（
月
四
回
）

※
用
具
一
式
（
教
室
に
て
購
入
可
能
）

（
入
会
時
に
は
、
入
会
金
・
年
会
費
が

必
要
で
す
。
）

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
準
備
委
員
会（

４
２
）
２
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）
４
９
０
０

E

ーm
a
i
l

katsuurasportsclub@yahoo.co.jp

四
月
に
設
立
予
定
の
勝
浦
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
仮
名
）の
企
画
・
運
営
に
参
加

し
て
み
た
い
方
、
ク
ラ
ブ
を
一
緒
に
作
っ

て
く
だ
さ
る
方
、
そ
し
て
地
域
に
眠
っ

て
い
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
お
手

伝
い
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
等
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
左
記
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
準
備
委
員
会（

４
２
）２
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）４
９
０
０

E

ーma
i
l

katsuurasportsclub@yahoo.co.jp

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心

両
面
に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

早
く
も
後
一
月
あ
ま
り
で
徳
島
駅
伝

の
時
期
と
な
り
、
選
手
も
大
会
に
向
け

一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
個
人
練
習
、
合
同
練
習
に
お

い
て
路
上
で
の
練
習
の
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も

走
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く

交
差
点
や
道
路
を
横
断
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。
）

②
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト

を
下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
火
曜
日
・
金
曜

日
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
曜

日
は
午
前
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
教
室
案
内

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会

か
ら
の
お
願
い



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

９

農
村
婦
人
の
家
の
手
作
り
加
工
室
の

回
転
釜
が
故
障
の
為
、
現
在
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

回
転
釜
の
使
用
に
つ
い
て
は
勝
浦
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

農
村
婦
人
の
家

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
９
８
１

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
４
２
）
３
３
０
０

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
９
９
３
０

保
育
所
入
所
説
明
会
お
よ
び

入
所
受
付
申
込
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝

浦
町
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児

童
の
保
護
者
を
対
象
に
保
育
所
入
所
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
所
定
員

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横
瀬
保
育
所

九
十
人

入
所
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合

は
十
二
月
十
日
以
降
、
勝
浦
町
福
祉
課
・

生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所
で
申
込

用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
保
育
所
入
所
説
明
会

日

時

十
二
月
九
日

午
後
七
時
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

◎
入
所
申
込
受
付

入
所
児
童
き
き
と
り
調
査

日
時
・
場
所

平
成
二
十
一
年
一
月
七
日

生
比
奈
保
育
所

平
成
二
十
一
年
一
月
八
日横

瀬
保
育
所

午
前
九
時
～
午
後
四
時

※
こ
の
二
日
以
外
は
、
原
則
的
に
受
付

を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
都
合
の
悪

い
方
は
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

生
比
奈
保
育
所

（
４
２
）３
０
７
７

横
瀬
保
育
所

（
４
２
）２
２
４
６

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
十
二
月
の
行
事
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

●

十
一
月
の
活
動
報
告

十
一
月
十
八
日
は
秋
の
遠
足
で
小

松
島
警
察
署
見
学
と
那
賀
川
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
芝
生
公
園
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

パ
ト
カ
ー
の
内
部
や
設
備
な
ど
を
丁

寧
に
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子

供
達
も
運
転
席
に
乗
っ
た
り
、
パ
ト

カ
ー
の
前
で
記
念
撮
影
し
た
り
し
て

大
興
奮
で
し
た
。

ま
た
バ
ス
遠
足
が
初
め
て
と
い
う

子
も
い
て
、
車
中
で
も
景
色
を
楽
し

ん
だ
り
、
お
友
達
と
一
緒
に
お
菓
子

を
食
べ
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006
12
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

行事予定

16日 ９日 ２日

ク
リ
ス
マ
ス
会

親
子
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト

～
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
に
ク
リ

ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
を
し

よ
う
～

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
お
う

＆
横
田
先
生
の
育
児
相
談

平
成
二
十
一
年
度

保
育
所
入
所
説
明
会

農
村
婦
人
の
家
か
ら
の

お
知
ら
せ

���
���

���
���
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平
成
二
十
一
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日

時平
成
二
十
一
年
一
月
二
日

〈
受
付
〉
午
前
九
時
三
十
分
～

〈
式
典
〉
午
前
十
時
～

場

所

該
当
者

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

平
成
十
五
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生

お
よ
び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在

住
し
て
い
る
方
に
は
、
町
教
育
委
員
会

か
ら
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も

該
当
の
方
は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な

ら
な
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５

経
済
産
業
省

徳

島

県

勝

浦

町

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し
ま

す
。工

業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
・
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
か
ら
御
提
出
い
た
だ
く
調
査
票

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

高速道路の通行料金が
引き下げられました

休日（土･日･祝日）９時から

17時まで になりました

（軽･普通車、100㎞以内〔距離計算には本四道路を含みます。〕、1日２回まで）

１

※NEXCO西日本が管理する高速道路をご利用の場合（本四道路は一部異なります）
この資料は、平成21年９月30日

までの内容となっています

平日０時から４時まで
になりました （全車種、距離制限なし）

平日22時から24時まで
になりました （全車種、距離制限なし）

休日（土･日･祝日）０時から４時まで

になりました（ただし、平成21年１月31日まで）

（全車種、距離制限なし）

２

６時から９時までと17時まで20時
までが です
（全車種、100㎞以内〔距離計算には本四道路を含みます。〕、午前･午後最初の１回に限る）

平日15時から17時まで です
（全車種、対象区間で出入りした場合のみ〔徳島道は徳島IC～井川池田IC間〕）

３

徳島県高規格道路推進局

成
人
式
の
ご
案
内

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
の
実
施

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
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催
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た

め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ

て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四

八
年
）
十
二
月
十
日
の
第
三
回
国
際
連

合
（
以
下
「
国
連
」
と
い
う
。
）
総
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記

念
し
て
、
採
択
日
の
十
二
月
十
日
を

「
人
権
デ
ー
（H

um
a
n

R
i
g
h
t
s

D
a
y

）
」

と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を

実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得

て
、
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る

一
週
間
（
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権

宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
も
、
十
二
月

四
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
を
「
第
六

十
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
各
種
行

事
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識
」

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に

―

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
め
よ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

人
身
取
引
を
な
く
そ
う

を
週
間
の
強
調
事
項
と
し
て
各
種
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

お
互
い
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、

一
人
一
人
が
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ

う
。人

権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、
人
権

擁
護
委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

滝

花

恒

子

さ
ん
（
棚
野
）

寺

尾

弘

惠

さ
ん
（
星
谷
）

湯

浅

芳

洋

さ
ん
（
掛
谷
）

美

馬

晴

幸

さ
ん
（
横
瀬
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局

徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

０
８
８
（
６
２
２
）
４
１
７
１

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指

定
相
談
事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当

事
者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

11

第
六
十
回

人

権

週

間

場所相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

１
月

12
月

15
日

22
日

４
日

18
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

４日

18日

※登録している犬

の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日
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平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
家
電

四
品
目
（
エ
ア
コ
ン･

テ
レ
ビ･

電
気
冷

蔵
冷
凍
庫
・
電
気
洗
濯
機
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
の
一
部
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
は
、
大
（
十
六
型
以
上
）
と

小
（
十
五
型
以
下
）
の
二
種
類
に
な

り
ま
す
。

②
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
は
、
大
（
百
七
十

一
リ
ッ
ト
ル
以
上
）
と
小
（
百
七
十

リ
ッ
ト
ル
以
下
）
の
二
種
類
に
な
り

ま
す
。

※
一
部
の
メ
ー
カ
ー
で
は
、
金
額
が
異
な
り

ま
す
。

【
ご
注
意
】

勝
浦
町
で
引
き
取
る
場
合
は
、
事
前

に
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
払
っ

て
か
ら
廃
棄
す
る
家
電
品
と
運
搬
料
金

（
一
個
二
千
円
）
を
勝
浦
町
役
場
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
料
の
お
問
合
せ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０（
３
１
９
６
４
０
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
日
・
祝
休
）

■
引
取
り
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

家
電
四
品
目

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
変
更

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 2,625円

テ レ ビ （大） 2,835円

テ レ ビ （小） 1,785円

電気冷蔵庫・冷凍庫（大） 4，830円

電気冷蔵庫・冷凍庫（小） 3,780円

電 気 洗 濯 機 2，520円

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
五
日

午
後
二
時
～

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
十
二
月
五

日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
詳
細

に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予
約

が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
日
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

発
達
相
談
実
施
日

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日

～

平
成
二
十
一
年
一
月
四
日

こ
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍

謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書
交
付

事
務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
住
民
票
に
限
り
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
の
間
は
発

行
で
き
ま
す
。）

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
大
事
な

書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
急
ぐ
手
続
き
な
ど
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

※
婚
姻
届
や
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
は

こ
の
期
間
中
で
も
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日

～

平
成
二
十
一
年
一
月
四
日

年
末
の
ご
み
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
行
い
ま
す
。
年
始
の
ご
み
収
集

は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
五
日

か
ら

再
開
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
ご
み
を
出
す
の
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
立
て
ご
み
収

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
日

～

平
成
二
十
一
年
一
月
六
日

十
ニ
月
ニ
十
九
日

は
、
午
前
中
営

業
し
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
一
月
七
日

か
ら
平
常
業
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
、
特
に
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

毎
日
衛
生
㈲

（
４
２
）２
１
３
９

年
末
年
始
の

休
業
に
つ
い
て

ご
み
収
集
業
務

し
尿
収
集
業
務

役
場
窓
口
業
務
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家庭でのごみ焼きをやめ、ごみは分別し、決められた曜日にごみ置場に出してくだ

さい。また、生ごみなどを堆肥化するなどの減量化に努めましょう。

野焼きを発見したら、勝浦町住民課 （42）1501 または、小松島警察署 （32）0110

へ通報をお願いします。

13

知っ
ていますか？

Ｑ どうして禁止されているの？

Ａ 特殊な構造基準を満たす小型焼却炉以外での野焼きは、燃焼時の温度の管理

や排ガス対策が行われないため、有害物質の発生を押さえることができない

からです。

Ｑ 法律に違反するとどうなるの？

Ａ 法律に違反すると、懲役５年以下、若しくは1,000万円以下の罰金またはその

両方が科せられます。

Ｑ 農家等は野焼きしてもよいの？

Ａ 次の表に野焼き禁止の例外規定を記載しています。しかし、例外とされた行

為であっても、生活環境上支障を与え、苦情のある場合は焼却することはで

きません。

焼 却 禁 止 の 例 外 規 定

法律に定められた処理基準によって行う廃棄物の焼却

風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却

例：地域の行事における不要になった門松、しめ縄などの焼却

農業・林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却

例：農業者が行う稲わら・みかんの剪定枝等の焼却、林業者が行う伐採した枝等の焼却

たき火その他日常生活を営むうえで通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

例：暖をとるためのたき火、キャンプファイヤー等を行う際の木くずの焼却。但し「軽微な焼

却」とは、煙の量や臭い等が近所の迷惑にならない程度の少量の焼却のことです。

国・地方公共団体が行う施設管理や災害予防、応急対策に必要なもの

例：河川敷の草焼き、災害等の応急対策など。

野焼きは大量の黒煙や臭いが

発生するため、「煙が家の中に

入ってきて息苦しい、窓を開け

られない」「洗濯物にすすや臭

いがつく」など多くの苦情が寄

せられています。

野焼きは環境に悪

いだけではなくて、

近隣の人にも迷惑を

かけることになるん

ですね。

廃棄物の野焼きは、平成13年４月１日から「廃棄物の処理および清掃に

関する法律」で禁止されています。

廃棄物の野焼き禁止
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畑
総
用
水
は
正
木
ダ
ム
か
ら
取
水
し

て
い
ま
す
が
、
正
木
ダ
ム
か
ら
棚
野
立

川
へ
水
を
送
る
ト
ン
ネ
ル
（
導
水
管
）

の
施
設
点
検
（
検
査
）
の
た
め
、
水
源

で
あ
る
正
木
ダ
ム
か
ら
の
水
が
次
の
日

程
で
断
水
と
な
り
ま
す
。

土
地
改
良
区
で
は
、
ろ
過
池
へ
の
補

給
用
水
施
設
を
利
用
し
て
末
端
施
設
へ

の
通
水
は
行
い
ま
す
が
、
水
量
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
同
時
に
多
く
の
利
用

が
あ
る
と
断
水
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
自
己
対
策
と
節
水

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

検
査
機
関
（
断
水
期
間
）

平
成
二
十
一
年
一
月
五
日

～

三
月
二
日

五
十
七
日
間

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故

を
一
掃
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒

運
転
追
放
に
向
け
た
意
識
を
よ
り
強
固

に
醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
十
二
月
を
「
飲
酒
運
転

撲
滅
月
間
」
と
定
め
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
県
民
総
ぐ
る
み
で
、
「
飲
酒
運

転
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

★
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や

悲
惨
な
重
大
事
故
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運

転
追
放
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

★
各
企
業
、
事
業
所
で
は
、
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
宣
言
を
実
施
し
、
職
場
ぐ
る
み

で
意
識
啓
発
を
図
り
、
飲
酒
運
転
追

放
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

★
酒
類
提
供
の
飲
食
店
お
よ
び
酒
類
販

売
店
な
ど
で
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅
協

力
店
に
参
加
し
、
利
用
客
へ
の
飲
酒

運
転
追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。

ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増
加
等
に

伴
う
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を

図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期

間
平
成
二
十
年
十
二
月
十
日

～

平
成
二
十
一
年
一
月
十
日

ま
で

運
動
重
点

・
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

反
射
材
の
活
用

・
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使

用
の
徹
底

推
進
事
項

★
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
悪
質
性
・

危
険
性
・
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
認
識

し
、
地
域
、
職
場
、
家
庭
に
お
い
て
飲

酒
運
転
等
無
謀
運
転
を
許
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

★
高
齢
者
の
事
故
防
止

高
齢
運
転
者
、
道
路
横
断
中
の
高
齢

歩
行
者
等
に
対
す
る
保
護
を
図
り
、
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

★
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

反
射
材
の
活
用

歩
行
者
、
自
転
車
や
対
向
車
な
ど
に

車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
期
間
中

は
午
後
四
時
三
十
分
を
目
安
に
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
の
保
護
に

努
め
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
は
反
射
材
の
活
用
に
心
が

け
よ
う
！

★
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

使
用
の
徹
底

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
後
部
座
席

を
含
め
た
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
よ
う
！

家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
正
し
い
着
用
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
！

勝
浦
土
地
改
良
区
か
ら

の
お
知
ら
せ

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動
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国 民 年 金 だ よ り

国民年金保険料の年末調整や確定申告は

「領収書」・「証明書」の添付が必要です

控除証明書専用ダイヤル 0570－070－117
（平成20年11月１日～平成21年３月13日、平日 午前９時～午後５時）

※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。

※ＩＰ電話等の方は TEL 03－6748－8882 へおかけください。

国民年金保険料は、所得税および住民税等の申告において全額が社会保険料控除（非

課税）の対象となります。

また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納めた場合も申告する

ことができます。

年末調整や確定申告の手続きの際、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する

控除証明書（証明内容は、本年１月１日から９月30日までに納付された国民年金保険料

の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です）又は領収書が必要となります

ので、控除証明書又は領収書は大切に保管してください。

控除証明書の送付について、国民年金保険料を平成20年１月１日から９月30日ま

での間に納付された方は、平成20年11月上旬に送付しております。また、平成20年10

月１日から12月31日までの間に納付された方は、平成21年２月上旬に送付すること

としております。

なお、詳しくは、社会保険事務所窓口までお問い合わせください。

また、控除証明書専用ダイヤルもご活用ください。

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
い

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、

戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者
の
「
ご
本

人
」
に
『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）
。
「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日

ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
外
地
で
生
活

を
し
て
い
て
、
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た

家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

請
求
書
等
は
、
勝
浦
町
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は
平
成

二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件
や
贈
呈
品
に
関
す
る
質
問

は
、
次
の
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
請
求
に
関
す
る
「
お
問
い
合
わ
せ
」

や
「
ご
相
談
」
は
無
料
で
す
。
）

※
対
象
者
に
よ
っ
て
、
贈
呈
品
の
内
容

が
違
い
ま
す
。
福
祉
課
に
お
き
ま
し

て
カ
タ
ロ
グ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

（
月
～
金

午
前
九
時
十
五
分
～
午
後
五

時
十
五
分

土･

日･

祝
日
休
）

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑

留
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ
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国保に加入している人には、療養の給付や療養費の支給、高額療養

費の支給、出産育児一時金の支給、葬祭費の支給などを受ける権利と、

保険税を納期内に納める義務があります。保険税は国保を健全に運営

するために大切な財源ですから、必ず納期限内に納めましょう。

保険税は必ず納期限内に納めましょう

もし、滞納したら…

特別な事情もないのに保険税を滞納すると、未納期

間に応じて、次のようなペナルティーが課せられます。

長い間滞納すると、財産の差し押さえなどの処分を受

ける場合があります。さらに、介護保険を利用すると

きに制限を受けるため、サービスが受けられないといっ

たことも発生しますので、くれぐれも納め忘れのない

ようにしましょう。

短期被保険者証とはPOINT

保険税の未納が続くと、保険証の

代わりに「短期被保険者証」が交付

される場合があります。これは通常

の保険証よりも有効期間が短いので、

更新手続きを頻繁に行なわなければ

なりません。

資格証明書とはPOINT

保険税を１年以上滞納していると、健康保険証を

市区町村に返還しなければなりません。その代わり

に交付されるのが資格証明書（国民健康保険被保険

者資格証明書）です。これは、国保の被保険者の資

格を証明するものですが、保険証のかわりにはなり

ません。病気になって医療機関にかかったときは、

全額を自分で負担しなければなりません。

医療費の全額が

自己負担に

なってしまいますよ!

問い合わせ
勝浦町総務税務課国保係 (42)1503

→
督
促

と
く
そ
く

が
行
わ
れ
る

→

延
滞
金
な
ど
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

納
付
期
限
が
過
ぎ
る
と
…

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

通
常
の
保
険
証
の
代
わ
り
に

交
付
さ
れ
ま
す

→

短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

納
付
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と
…

保
険
証
を
返
還
し
ま
す

→

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る

国
保
の
給
付
が
全
額
、
ま
た
は
一

部
差
し
止
め
に
な
る

納
付
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
…

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か

ら
、
滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
る

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

→ → →



第
二
十
一
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
二
十
二
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す

17

白
蝶
が
野
菜
畠
を
渡
り
ゆ
く
十
月
半
ば
の
風
に
吹
か
れ
て

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

幾
つ
か
の
棚
田
を
落
ち
て
来
し
水
か
青
空
に
浮
く
綿
雲
映
す

坂
本

平

尾

智

男

秋
の
庭
日
差
し
を
追
い
て
位
置
変
え
る
ゴ
ー
ヤ
の
切
り
干
し
乾
き
ゆ
き
た
り

坂
本

木

下

茂

子

村
祭
り
車
に
乗
り
て
回
り
来
る
御
輿
軒
下
に
寄
り
手
を
合
わ
せ
い
る

横
瀬

日

下

克

子

山
一
つ
向
こ
う
で
今
宵
は
秋
祭
り
老
い
増
す
友
が
一
人
住
み
い
る

横
瀬

廣
安
美
枝
子

八
時
よ
り
の
祭
り
花
火
を
楽
し
み
に
夕
餉
の
仕
度
も
弾
み
て
お
り
ぬ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

六
年
ぶ
り
祭
り
当
家
が
巡
り
来
て
わ
れ
も
老
い
た
り
注
連
縄
作
る

坂
本

山

口

昭

市

底
冷
え
の
今
年
は
客
も
な
き
祭
り
手
馴
れ
し
寿
司
と
煮
〆
を
作
る

中
山

溝
内
喜
美
代

度
々
は
妻
に
も
言
え
ぬ
忘
れ
も
の
家
中
三
た
び
探
し
て
廻
る

棚
野

島

つ
と
む

生
き
て
ゆ
く
幸
せ
話
す
老
い
母
は
猫
も
友
よ
と
言
い
て
微
笑
む

生
名

岩

本

敏

子

時
速
40
守
り
通
し
て
行
く
車
尊
敬
す
る
も
い
ら
立
つ
も
の
あ
り

棚
野

殿

川

早

苗

我
が
前
を
干
し
草
引
き
ず
る
如
く
来
る
老
い
の
歩
み
を
し
ば
し
見
て
お
り

立
川

堀

梅

子

図
鑑
見
て
水
引
き
草
の
名
を
知
れ
ば
除
草
し
な
が
ら
数
本
残
す

棚
野

田

中

久

子

落
ち
て
い
し
毬い

が

を
開
け
ば
並
び
た
る
三
個
の
栗
が
出
番
待
ち
い
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

よ
う
や
く
に
帰
省
の
孫
も
慣
れ
た
る
に
小
さ
き
手
を
振
り
帰
り
行
き
た
り

坂
本

菅
内
久
美
子

夫
逝
き
て
十
七
回
忌
の
法
要
を
す
ま
せ
ば
吾
の
老
い
は
深
ま
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

庭
の
菊
色
と
り
ど
り
に
咲
く
を
待
つ
何
色
に
咲
く
や
楽
し
み
て
お
り

横
瀬

林

と
み
え

秋
雨
に
け
む
る
小
松
の
香
園
寺
夫
と
来
た
り
て
大
師
拝
み
ぬ

中
角

花

岡

福

枝

艶
や
か
に
踊
り
し
友
等
練
習
の
成
果
見
事
に
花
を
咲
か
せ
り

横
瀬

平
山
美
千
江

老
い
ゆ
く
も
励
ま
し
合
い
て
夫
と
共
に
こ
の
冬
を
越
し
春
を
迎
え
ん

棚
野

田

中

茂

子

七
ヶ
月
育
ち
て
這
い
く
る
二
人
目
の
孫
な
り
姉
の
仕
草
う
か
が
う

横
瀬

丸

関

朋

子

あ
り
し
日
の
夫
と
歩
み
し
神
谷
の
道
な
り
楽
し
思
い
出
も
持
つ

中
山

猪
谷
喜
美
代

作
業
す
み
急
い
で
帰
る
夜
の
路
カ
ー
ブ
廻
れ
ば
夕
餉
の
匂
う

横
瀬

西

蔭

達

男

台
風
に
会
わ
ず
過
ぎ
ゆ
く
今
年
な
り
祭
り
太
鼓
も
弾
み
て
お
り
ぬ

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

一
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

か
つ
う
ら
歌
壇

中
田
ヤ
ス
エ

選

必ずチェック
最低賃金！

使用者も労働者も

徳島県最低賃金
平成20年11月７日発効

時間額６３２円

【お問い合わせ】

徳島労働局労働基準部賃金室

088（652）9165

又は最寄りの労働基準監督署まで

解
雇
や
賃
金
不
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
経
験
豊
か
な
相
談

員
が
、
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日

時

十
二
月
十
四
日

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

場

所

徳
島
東
急
イ
ン
六
階
「
眉
山
」

内

容

解
雇
・
配
転
・
賃
金
・
時
間
外
労
働

な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員

弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

申
込
み

不

要

（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

相
談
料

無

料

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
労
働
委
員
会

０
８
８
（
６
２
１
）
３
２
３
４

駅
前
労
働
相
談
を
開
催
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私
の
親
戚
に
は
、
障
害
の
あ
る
人

が
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
こ
と
を
友

達
な
ど
に
話
し
た
こ
と
は
今
ま
で
に

あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
そ
の
子
と
は

仲
が
良
く
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、

お
祭
り
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
彼
は
私
と
妹
が
け
ん
か
を
し

た
と
き
も
、
だ
れ
か
が
困
っ
て
い
る

と
き
も
、
い
つ
も
弱
い
者
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
私
が
悪
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
も
、

「
ご
め
ん
っ
て
言
い
。」

と
、
そ
の
あ
や
ま
ち
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
ま
す
。
私
は
、
彼
は
本
当
に
す

ば
ら
し
い
心
の
持
ち
主
だ
と
思
い
ま

す
。
今
の
私
に
は
な
い
も
の
を
し
っ

か
り
と
も
っ
て
い
ま
す
。
私
よ
り
何

倍
も
何
十
倍
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
私
は
彼
の
こ
と
を

友
達
に
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
話
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
私
が
絶
対
に
も
っ

て
は
い
け
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
「
差
別
」
意

識
。
私
は
差
別
す
る
心
を
持
っ
て
い

る
か
ら
話
せ
な
か
っ
た
の
で
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
数
年
前
、
私
が
友
達
と
遊
ん
で

い
る
と
、
障
害
の
あ
る
人
が
通
り
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
友
達
は
、

「
あ
っ
、
障
害
者
じ
ゃ
。
障
害
が

あ
っ
た
ら
い
ろ
ん
な
面
で
大
変
だ
ろ

う
け
ど
、
何
し
ゃ
べ
い
よ
ん
か
わ
か

ら
ん
し
、
私
ら
も
気
を
使
わ
な
い
と

あ
か
ん
け
ん
、
疲
れ
る
よ
な
あ
。
」

と
、
私
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

友
達
に
そ
う
言
わ
れ
た
と
き
、

「
障
害
が
あ
る
と
、
確
か
に
不
便

な
面
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
が
ん
ば
っ

て
話
し
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
が
な
か

な
か
う
ま
く
私
た
ち
に
伝
わ
ら
な
い

と
き
も
あ
る
。
け
れ
ど
、
私
た
ち
は

同
じ
人
間
な
の
だ
か
ら
、
人
を
見
た

目
や
自
分
の
思
い
こ
み
だ
け
で
判
断

し
て
は
い
け
な
い
。
親
戚
の
彼
の
よ

う
に
、
す
ば
ら
し
い
心
の
持
ち
主
か

も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら
。
こ
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
教
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
。」

と
思
い
ま
し
た
。

「
で
も
、
ど
う
し
よ
う
。
今
、
友

達
に
そ
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る

と
言
え
ば
、
変
な
目
で
見
ら
れ
て
し

ま
う
。
私
は
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て

し
ま
う
。
差
別
さ
れ
る
。
そ
ん
な
こ

と
は
絶
対
に
い
や
だ
。」

と
も
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
、

「
う
ん
。
そ
う
や
な
。
」

と
、
友
達
に
返
事
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
は
返
事
を
し
て
か
ら
思
い

ま
し
た
。

「
私
は
な
ん
て
ひ
ど
い
人
間
な
ん

だ
。
幼
い
頃
か
ら
仲
良
し
だ
っ
た
彼

に
背
を
向
け
る
な
ん
て
。
自
分
が
変

な
目
で
見
ら
れ
た
り
、
差
別
さ
れ
る

の
が
恐
い
か
ら
と
言
っ
て
、
間
違
っ

た
考
え
の
人
か
ら
逃
げ
る
な
ん
て
。

人
と
し
て
失
格
だ
。」

私
は
、
そ
れ
か
ら
そ
の
親
戚
の
彼

に
謝
り
た
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
に
も
の
す
ご
く
腹
が

立
ち
ま
し
た
。
私
が
あ
の
と
き
「
う

ん
」
と
言
っ
た
ば
か
り
に
、
間
違
っ

た
考
え
を
持
つ
人
が
一
人
増
え
て
し

ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
世
の
中
か

ら
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
私

み
た
い
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
し
た
。
「
差
別
さ
れ
る

の
が
恐
い
か
ら
相
手
に
合
わ
す
」
こ

れ
は
も
う
や
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

相
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と
、
い
け
な
い

こ
と
は
い
け
な
い
と
、
は
っ
き
り
言

え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
み
ん
な
が
、
理
解
し
て
く
れ

る
ま
で
。
私
は
訴
え
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
、
身
近
に
障
害
の
あ
る
人
が

い
る
の
で
、
障
害
者
差
別
に
つ
い
て

は
敏
感
に
な
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
部
落
差
別
な
ど
の
別

の
差
別
に
つ
い
て
は
、
他
人
事
に
な
っ

た
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
人

を
傷
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
普
通
に
話
し
た
内
容
が
、
他
の

人
に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
腹
立
た
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
落
ち
込
ま
せ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
人
を
私

の
よ
う
に
「
う
ん
」
と
言
わ
せ
、
間

違
っ
た
考
え
を
も
っ
た
人
を
増
や
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で

に
学
校
で
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
と

出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
中

で
、
自
分
が
今
ま
で
に
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
や
、
深
く
考
え
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
見
つ
け
、
人
の
痛
み
の
わ

か
る
、
優
し
さ
や
広
い
心
を
も
つ
人

間
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
た

く
さ
ん
の
人
が
広
い
心
を
持
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
差
別
は
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

あ
の
と
き
の
私
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
一
日
で
も
早
く
差
別
を
な
く
せ

る
よ
う
に
実
際
に
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私と差別意識

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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冬の健康管理について

保健だより

冷たい風が吹き荒れ、寒さが厳しくなる冬。暖かい室内で過しがちで、運動不足にな

りやすく、体力だけでなく病気に対する抵抗力も低下する冬の健康管理には一層の気配

りが必要です。冬の健康管理に留意し、健やかで、快適な冬の生活を過ごせるよう、工

夫をしてみましょう。

冬の寒さは人の活動を鈍らせます。また、血管を収縮させて、血圧を上昇させます。

人は、寒い場所に出たときに身を縮めますが、同じ事が血管にもおこっています。また、

寒さだけでなく温度差も血管に大きな負担をかけます。温度差が大きいと血管の拡張と

収縮が急激に行われるため、血圧も急激に変化し、これが心臓や脳血管の障害を引き起

こすのです。暖かい部屋から寒い部屋に移動するときは、深呼吸をする事をおすすめし

ます。深呼吸によって血圧の上昇が多少でも抑えられ、血管の中に酸素

が沢山送り込まれるので、血管への負担が軽減されるのです。

部屋の暖房は、設定温度を20度前後の低めにして扇風機などの活用で

すべての部屋に暖かい空気が回るように工夫をしてみましょう。朝布団

から出るときは、深呼吸をして布団の中で靴下をはくのもよいでしょう。

足は寒さに敏感です。靴下やスリッパなどで保護しましょう。

その他身の回りのちょっとした温度差に対して工夫をしてみましょう。

風邪は、冬に限らず一年中いつでもひきますが、寒い季節に引くことが多くなります。

風が強いと、実際の温度よりも体感温度が低くなります。冬の冷たく乾燥した空気は皮

膚や鼻や喉、気管などの粘膜の抵抗力に悪影響を与え、風邪や気管支

炎を起こしやすくなります。風邪の原因の大部分はウイルス感染によ

るものですが、インフルエンザの場合は、風邪に比べて重症化しやす

いので、予防接種や人混みをさけると言った注意が必要です。

風邪はひき始めが肝心です。温かくしてゆっくり休み、ビタミンと

糖質、水分を十分にとりましょう。粥、スープ、鍋等にバランスよく消化によい具を入

れるなどの工夫と、果汁などで、ビタミン補給を行う工夫があります。

寒くなると血液の循環が悪くなり、手足や腰などがいつも冷たいという人は、ゆっく

りとお風呂に浸かることをおすすめします。お風呂にはいるときの注意点は、脱衣所を

温かくして、ぬるめのお風呂に、10～15分程度ゆっくり浸かることです。入浴は体を清

潔にするほか、全身を暖めて、血液の循環をよくして、疲労を回復させます。また、薬

湯は保温効果が強いので、風邪の予防にもなります。リラクゼーションもかねて、市販

の入浴剤やユズやショウガなどをお風呂に入れることもよい

効果があります。冬の浴室は寒くなりやすい場所です。温度

差による、急激な血圧の変化による体への負担をなくすため

に、お湯を早めにはり、浴室を暖めるなどの工夫も大切です。

１ 温度差

２ 寒気に注意

お風呂３
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勝 浦 病 院 だ よ り

日 担 当 内 容

２日（火） 内科医師 糖尿病について

９日（火） 坂口栄養士 食事について

16日（火） 正瑞看護師 薬について

23日（火） 祝日でお休みです。

場 所 勝浦病院２階 研修室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555・ＩＰ050（3438）7441

12月は次の予定となっています。糖尿病についての基礎知識や食事・薬

などわかりやすく説明をしています。興味のある方はぜひご参加ください。
糖尿病教室

平成20年11月から木曜日午後の外科は、検査・手術等を行っていま

す。外来は急患のみ受付しますのでご了承ください。

平成20年12月27日 から平成21年１月４日 まで休診です。

なお、急患の場合はこの限りではありません。

当院では、現在正面玄関を24時間開放しておりますが、平成21年

１月１日より診察日、休診日にかかわらず、午後10時から翌朝６時

まで施錠いたします。

なお、正面玄関手動ドアはオートロック式となりますので、院内から院外へ出ること

は可能ですが、院外から院内へ入る際は、お手数ですが正面玄関向かって右側の壁に設

置されている“夜間受付ベル”にて宿直者に解錠を依頼していただくことになります。

夜間救急患者さまについても同様となります。

みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

外科外来から
のお知らせ

年末年始の
休診について

病院出入り口の施
錠について

ん な 健の 康み
12月の保健行事
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

18 木

健 康 相 談 10:00～11:00

勝 浦 会 館

住 民 健康手帳

ふ れ あ い 教 室 11:00～14:00 乳幼児とその家族
エプロン
三角巾

19 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30

農村環境改善
セ ン タ ー

平成20年６月１日
から10月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

20 土 男 の 料 理 教 室 ９:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

男の料理教室会員 エプロン
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予防接種の
スケジュール表

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ポリオ

ジフテリア

百日せき

破傷風

１期

（ＤＰＴ）

２期
（ＤＴ）

麻しん（はしか）
注２

風しん
注２

日本脳炎

ＢＣＧ

41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種を行います。

20日から56日まで（３～８週間）の間隔をおいて初回接種（３回）を行い、

初回接種終了後から６月以上の間隔をおいて追加接種を行います。

注１

５歳以上７歳未満で

小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、
保育所等の年長児）

13歳となる日の属する年度

の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１
年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度

の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３
年生に相当する年齢の者）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１

年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３

年生に相当する年齢の者）

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、

保育所等の年長児）

平成17年５月30日以降、ワクチン接種の積極的勧奨が行われていません。

但し、接種希望者は定期接種として接種は可能です。

６日から28日まで（１～４週間）の間隔をおいて１期初回接種（２回）を行い、

１期初回接種終了後から概ね１年おいて１期追加接種を行います。

上の表の および は、予防接種法で定められた定期の予防接種の対象者です。病気にかかりや

すい時期を考慮して定められた期間（標準的な接種期間）である の期間中にできるだけ接種を受け

ましょう。また、麻しんおよび風しんは標準的な接種期間はありませんが、麻しんや風しんは幼児期早

期にかかってしまうことが多いため、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に、第

１期の接種を受けましょう。なお、この３期・４期は、平成20年度から５年間の措置です。１期・２期

の対象となるお子さんは該当しません。

注１：１期ＤＰＴ（追加接種）の標準的な接種期間は、１期初回接種（３回）終了後12月に達した時から18月に達するまでの期間である。

注２：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期、第２期、第３期又は第４期の予防接種は、ＭＲ混合ワクチンで接種を行うこと

となる。

勝浦病院における定期予防接種について（平成19年４月１日から）

実施月 通年（４月～３月）

予防接種の
予約

希望日の１週間前までに電話で予約をしてください。

予約の申し込み時間は 月～金曜日の午後３時～５時
勝浦病院 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7441

内容と時間

月 曜 日 金 曜 日
小児科

午前10時～
午後３時

①ＢＣＧ
②ジフテリア・
破傷風二種混合

①ジフテリア・百日咳・
破傷風三種混合

②麻しん・風しん混合
③日本脳炎

接種料金 無 料

徳島県広域化
予防接種について
接種希望される方は、勝浦
町役場福祉課へ前もって
お申し込みください。

〔問い合わせ〕

勝浦町役場 福祉課保健師

（42）1502

ＩＰ 050（3438）7148

予防接種は予防接種法に基づき、免疫水準を維持するため一人ひとりの健康状態に合わ

せ、個別で実施しています。正しく理解した上で、計画的に接種年齢内に受けましょう。

（定期接種以外は、任意接種となり接種料金も実費となります。）

定期予防接種について
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日
（火）

山 西 山西集会所横の自転車置場付近

９日
（火）

中 山 中 山 集 会 所 前

16日
（火）

生 名

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

前田さん宅前ごみフェンス横

20日
（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１日
（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

８日
（月）

中 山 消 防 詰 所 横

15日
（月）

生 名

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

22日
（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

４日 ・18日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

５日 ・19日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。 ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と受取日時

指定場所 （中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

受取日時 11月30日 ～12月５日
12月24日 ～12月27日
午前８時30分～午後５時

指定場所 （横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

受取日時 12月７日 ～12月12日
12月24日 ～12月27日
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠し

ます。絶対、保管庫の外に古紙を置かないよう

にしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール封筒

をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

日 時 1２月18日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの
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新着図書の一部紹介

★おはなし会

21日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

12
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

粗茶を一服 山 本 一 力

ガリレオの苦悩 東 野 圭 吾

聖女の救済 東 野 圭 吾

モニタールーム 山 田 悠 介

未見坂 堀 江 敏 幸

午後の音楽 小池真理子

ちょいな人々 荻 原 浩

僕の好きな人が、よく眠れますように

中 村 航

とんび 重 松 清

利休にたずねよ 山 本 兼 一

謎手本忠臣蔵 上・下 加 藤 広

こどもたちのニット michiyo

よくわかる人材派遣 土 屋 留 美
★図書館には、本が４万さつもあると聞いてびっ

くりしました。１日に80人もおきゃくさんが

来るというのもおどろきました。図書かんは

人気があるんだなと思いました。おいてほし

い本をリクエストできるのがいいなと思いま

した。 （長田 みさき）

★図書かんはたくさん本があっていいなと思い

ました。すわって本をみるところに絵やしゃ

しんがかざってありました。なぜかというと、

きた人に気もちよく本を読んでもらうためだ

そうです。

くふうしているなあと思いました。

（みぞ内 しん）

★かかりの人が本のおく場しょをぜんぶ知って

るなんてすごくおどろきました。わたしも何

回か本をかりたことがありますが、その本を

かかりの人が元の場しょにもどしてくれてい

るんだなあと思いました。 （あべ えりか）

★本だなの上の方をみると、あつい本の前にく

さりがついていました。なぜ、くさりがつい

ているかというと、地しんが来た時にあつい

本が上からおちてくるときけんだからと教え

てもらいまいた。 （谷 なつみ）

図書館見学
～横瀬小学校２年生23名が来館～

あなたが今借りられている図書館の

本・ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ等で返却期間が過ぎ

ているものはございませんか？お確かめのうえ、

年内に返却をよろしくお願い致します。

12月２日 ～７日
場所 勝浦町図書館

保存期間がきれた図書館の雑誌等をおわけ
いたします。ぜひ、見にきてください。

リ サ イ
ク ル

������

����������������		
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ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.lg.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日時 ５日 ･12日 ･19日 ･26日

午後１時～４時30分

場所 勝浦町住民福祉センター１階

内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

日 時 12月６日 ・13日 ・14日 ・20日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時

※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談

０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談

０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ね ん き ん ダ イ ヤ ル

時 間 延 長 年 金 相 談

年 金 相 談

まちのうごき
平成20年10月16日～11月15日（敬称略）

人 口（平成20年10月31日現在）

世帯数 2,155戸

男性 2,980人

女性 3,185人

計 6,165人

出生 男 ２人 女 ３人 計 ５人

死亡 男 ３人 女 ２人 計 ５人

転入 男 ５人 女 ５人 計 10人

転出 男 ２人 女 ４人 計 ６人

大
字
坂
本
字
稲
原

平

畠

操
（
72
歳
）

大
字
生
名
字
中
道

白
草
み
ち
江
（
57
歳
）

◇
お
く
や
み
申
し
ま
す

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ９ ・16 午後 7:30～9:30

踊 り 10 ・17 午後 7:30～9:30

歌 謡 ７ ・21 午後 7:30～9:30

生け花 ８ ・26 午後 7:30～9:30

大正琴 ４ ・11 ・19
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

12月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時
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